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合はୗᅗの通りである。 

 
 ᆅ域別では、やはり⚟ᓥ┴が多く、内ヂを見ると、௻業の❧ᆅᩘにも関ಀするが、中通りᆅ༊が一␒

多く、ḟいで὾通りᆅ༊、会ὠᆅ༊が同⛬ᗘである。䭉ᇛ┴が 2␒目に多い。 

 分㔝別では、同じ被⅏ᆅとゝっても、やはり⚟ᓥ┴の特Ṧ事情を཯ᫎした相ㄯが多い。ᨺᑕ⥺の 定

ᢏ⾡、機ჾに関する相ㄯから㝖ᰁに関ࢃるものまで、ᐇに様々な相ㄯがᐤせられた。大ᆺの土ᮌ工事的

な課題から、⾤の科学者(࣐ࢽア)がᥦၐするものまで・・。科学的᰿ᣐにஈしいものは、⏦ㄳを㐲慮㢪

うように働きかけるというⱞ労もあった。特に㝖ᰁは、⚟ᓥ┴にとってᚲ要୙可Ḟの課題であるが、௬

に JSTのᨭ᥼で研究㛤発を行い、ᡂ果を上ࡆても、環境┬の㝖ᰁ࢞イドラインに㐺合しない㝈り、現場

で᥇用されることがないことも事ᐇであり、「研究Ѝᐇ用化」の஋㞳が大きいというジレン࣐を感じた。 

 また、原発に㏆いᆅ域の௻業は、๰業のᆅを㏣ࢃれ、⏘学連ᦠによる㛤発研究よりも、どこに௬の事

業ᡤをタ⨨するかの方が重要事項とゝうところ少なくなかった。しかしながら、➨ 1ᅇの᥇ᢥ課題を見

て、これなら自分のところも・・とᛮࢃれたのか、཮ⴥ⏫、㣤㤋ᮧにあった௻業が、㑊㞴ඛで௬の事業

ᡤを෌㛤し、新しい事業もྵめて⏘学連ᦠでྲྀり⤌ࡳたい・とゝう相ㄯも増えつつある。中ᑠから㞽⣽

とゝࢃれる௻業が多く、可能性ヨ験から始めたい・・というのも一つの特ᚩである。 

➨ 1ᅇࠏษに⏦ㄳされた課題の、ᢏ⾡ࢩーࢬの出ᡤ㸦研究機関）を見ると、ୗ⾲の通りである。 

◊✲ᶵ㛵のシー䝈（上位）
◊✲ᶵ㛵 ௳数

⏘ᴗ⥲合ᢏ⾡◊✲ᡤ 12

ᮾ໭大Ꮫ 10
᪥ᮏཎ子力◊✲㛤Ⓨᶵᵓ 8
⚟ᓥ┴䝝イテクプラ䝄 7
᪥ᮏ大Ꮫ 7
嚕ᇛ┴ᕤᴗᢏ⾡セン䝍ー 7
いわき᫂ᫍ大 6
嚕ᇛ大Ꮫ 6  
㸨᥇ᢥ課題は、JST ᚟⯆ಁ㐍センターの HP に公⾲されている㸦http://www.jst.go.jp/fukkou/）ので、

ここでは๭ឡする。 

  

 研究者のࢩーࢬを๓㠃に出し、ఱとか研究費を⋓得したいという⏦ㄳから、௻業ࢽーࢬをゎỴし┿に

᚟⯆に⧅ࡆたい・・という⏦ㄳまで、スタンスは様々であるが、ఱれの場合も、プランࢼーとして、心

᥃けたのは、ձඛず、担ᙜ者に会い、ேを知ること ղḟいで、現場㸦大学等では研究室・ᐇ験室）を、

௻業では関ಀする現場を見学し、ࢽーࢬを理ゎするし、本Ẽᗘを確認することからスタートした。 

労をམࢃず、ࣇットワーク軽く行動し、研究者・担ᙜ者と㠃ㄯし研究内容のࡳならずேをⰋく知るこ

とが、この種のコーディネート、࣐ッチング活動の上では重要なことであることは間㐪いない。 

 ௒ᅇ᥇ᢥされた課題が、計画通り㐍䬖し、๓ಽしでᡂ果が生まれ、一日も᪩い᚟⯆に結ࡧつくよう、

足しࡆく通い、ᨭ᥼することも重要であるとᡄめている。 

 

参考資料 

㸨JSTᆅ域事業 15年ྐ㸦ᖹᡂ 23年 3᭶ 31日、JSTイノ࣋ーࣙࢩン᥎㐍本部、⏘学連ᦠ展㛤部発行） 

㸨⏘学ᐁ連ᦠイノ࣋ーࣙࢩンに向けたᣮᡓ̿JST イノ࣋ーࣙࢩンプラザ・ࢧテライトのྲྀり⤌ࡳ事౛集

㸦ᖹᡂ 24年 2᭶ 29日、JSTイノ࣋ーࣙࢩン᥎㐍本部、⏘学連ᦠ展㛤部 ⦅集・発行） 

໚論、この࡯かにも、ᆅඖの高等ᑓ門学ᰯ(⚟ᓥ高ᑓ、䭉

ᇛ高ᑓなど)の࡯か、公タヨ(⚟ᓥ┴㎰業⥲合センターな

ど)、㐲くは、໭஑ᕞᕷ❧大、ᗈᓥ大、┴❧ᗈᓥ大学、໭㝣

ᆅ༊の大学など、また㏆くではᏱ㒔ᐑ大、ᮾிᆅ༊の大学

など、全ᅜにΏっており、被⅏ᆅ域外にも、᚟⯆をᨭ᥼し

たいという意ᛮがᗈがっていることがⰋくุる。 

㸰㹂㸮㸳 
 

ᆅ域イノ࣋ーࣙࢩンࣈࣁとしての⏘⥲研中ᅜセンターのᡓ␎とྲྀり⤌ࡳ事౛ 
 

 （中ᮧ ಟ, ᯇ井 ┾一, బ々ᮌ ⩏அ㸦⏘⥲研・中ᅜセンターۑ
 

 

㸯㸬 はじめに 

⏘⥲研は日本の⏘業をᨭえる環境・エネルギー、ライࢧࣇイエンス、情報通ಙ・エレクトロࢽクス、

ノテクノロジー・ᮦ料・〇造、ᶆ‽・計 、ᆅ㉁という多様な㸴分㔝の研究を行うᡃがᅜ最大⣭の公ࢼ

的研究機関である。本部をᮾிཬࡧつくࡤに⨨き、つくࡤセンターを㝖く全ᅜ㸶ࣨᡤにそれぞれ特ᚩあ

る研究を重Ⅼ的に行うᆅ域センターを配している。⥲職ဨᩘは⣙㸱㸪㸮㸮㸮ྡ。その内㸰㸪㸮㸮㸮ྡ௨

上の研究者が、⤌⧊・ேᮦ・ไᗘを集✚する「࢜ープンイノ࣋ーࣙࢩンࣈࣁ」構᝿の基に、⏘業⏺、大

学、行ᨻとの᭷機的連ᦠを行い、研究㛤発からイノ࣋ーࣙࢩン࡬と展㛤す࡭くດຊしている。特に⏘⥲

研が㈉献する࡭き重要分㔝としてୡ⏺最高Ỉ‽にあるᡃがᅜの環境・エネルギーᢏ⾡をさらに発展させ

る「グリーンイノ࣋ーࣙࢩンの᥎㐍」、㉁の高い་⒪ࢧーࣅス࡬のࢽーࢬにᛂえ、少子高㱋化社会・௓

ㆤなどの課題に対ᛂする「ライࣇイノ࣋ーࣙࢩンの᥎㐍」、ᅜの安全・安心をᨭえる「知的基┙のᩚഛ・

᥎㐍」、科学ᢏ⾡❧ᅜをᥖࡆるᡃがᅜの⏘業➇தຊのᙉ化、明るい未来社会をษりᣅく「ඛ➃的ᢏ⾡㛤

発の᥎㐍」を➨㸱ᮇの研究᥎㐍ᡓ␎としている㸯）。 

 

㸰㸬 ⏘⥲研中ᅜセンターの࣑ッࣙࢩン 
⏘⥲研のᆅ域展㛤としては、ᆅ域の⏘業集✚、ᢏ⾡的特性・ᆅ域ࢽーࢬなどを㋃まえて、ᆅ域⤒῭の

➇தຊをᨭえる最高Ỉ‽の研究㛤発を᥎㐍し、ᆅ域活性化の中᰾としての機能ᙉ化をᐇ現することを᪨
としている。ᆅ域ᣐⅬの研究分㔝だけでは対ᛂがᅔ㞴なᆅ域ࢽーࢬに対しても、ᆅ域ᣐⅬが❆ཱྀとなり、
つくࡤセンターや他のᆅ域センターの豊ᐩな研究リࢯースや研究ᡂ果を全ᅜネットワークでᥦ౪でき
るయไをᩚえている。 
㸦㸯）ᮌ㉁系バイ࣐࢜ス活用ᢏ⾡の研究㛤発 
෌生可能エネルギーの㛤発は、まさに௒ᚋࢃがᅜのࡳならずୡ⏺中においてႚ⥭の課題である。⏘⥲

研中ᅜセンターでは、石Ἔを中心とする化石⇞料の代᭰をಁ㐍し、ᚠ環ᆺエネルギー社会の構築に向け
て、ᮌ㉁系バイ࣐࢜ス資源を活用した෌生可能エネルギーの〇造ᢏ⾡、ࢩステ࣒評価・⤒῭性評価ᢏ⾡
等の研究・ᢏ⾡㛤発を㐍めてきた。特にᆅ域の大学・研究機関・௻業等との連ᦠによる「ᆅ域発イノ࣋
ーࣙࢩン๰出のᣐⅬ」と同時に、ୡ⏺最高Ỉ‽のバイ࣐࢜ス฼用ᢏ⾡の研究㛤発とேᮦ⫱ᡂ機関として
活動を展㛤している。このようなᆅ域センターの研究や࣐ネジ࣓ントについては、⏘⥲研では㸰年毎の
評価を受けていて、最㏆の外部評価においては௨ୗのような指᦬を得ている。「ᆅ域性、中ᅜセンター
の࣏テンࢩャルを㋃まえた、ᯘ工一యᆺバイ࣐࢜スࣅジネスࣔデル構築に向けてのコンセプトは評価さ
れ、また〇造ᢏ⾡の⤒῭性評価に⧅がるྲྀり⤌ࡳとしてὀ目される。一方、課題としてバイ࣐࢜スのエ
ネルギー฼用研究はୡ⏺的に࣍ットなトࣆックスであり、௒ᚋ┈々➇தが⃭化することが確ᐇな分㔝で
ある。このため、ᆅ⏘ᆅ消ࣅジネスࣔデルを㉸えて、ᆅ消ᆅ⏘により௜ຍ価್を向上させ、ୡ⏺ᡓ␎と
してのᢏ⾡㛤発にᚭするጼໃに᪩ᮇ㌿᥮することが大きな課題である㸰）。」このようにᢏ⾡㛤発の内容
だけではなく、ᆅ域においてࣅジネスを展㛤して行くことの重要性が指᦬されている。 
⏘⥲研中ᅜセンターは、『低Ⅳ⣲社会のᐇ現』に向けて、バイ࣐࢜スエネルギー研究のᣐⅬとしての

機能をᙉ化していくとともに、௒ᚋは、化学ရや࣐テリアルのようなẚ㍑的高௜ຍ価್の〇ရとのే⏘
やカスケード฼用等により⤒῭性を高め、ᐇ用化に㏆づけていくこともど㔝にධれていくことがồめら
れている。まさに、それが、㸰㸮㸯㸰年㸲᭶に、バイ࣐࢜スリ࢓ࣇイࢼリー研究センターが中ᅜセンタ
ーにタ❧されたᡤ௨である。 

㸦㸰）ᆅ域イノ࣋ーࣙࢩン๰出と࢜ープンイノ࣋ーࣙࢩンࣈࣁ 

⏘⥲研中ᅜセンターは、ᆅ域がᢪえる課題をアクター㸦⏘業⏺、行ᨻ、大学等研究機関）のネットワ

ークの連ᦠでゎỴしていくことでୡ⏺に通じるイノ࣋ーࣙࢩンが生ࡳ出され、ᘬいてはそれがᆅ域を活

性化することにつながるとの認識に❧ࡕ、公タ研究機関等との連ᦠをᙉ化してᆅ域がᢪえる課題を抽出

し、その課題をゎỴするための࢜ープンイノ࣋ーࣙࢩンࣈࣁとして㈉献する構ᅗを現ᐇのものとしてい

くためのᡓ␎を⦎るᚲ要がある。 
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㸱㸬 ᯘ工一యᆺバイ࣐࢜ス฼用ࣅジネスࣔデルの構築 

 㸰㸬で㏙࡭たᯘ工一యᆺバイ࢜ࣅジネスࣔデルの構築していくためのලయ的プロジ࢙クトとして、⏘

⥲研中ᅜセンターのイノ࣋ーࣙࢩンコーディネータであるᑠ田喜一がプロジ࢙クトリーࢲー㸦㹎㹊）を

務める科学ᢏ⾡᣺⯆調ᩚ費㸦Ẽೃኚ動に対ᛂした新たな社会の๰出に向けた社会ࢩステ࣒のᨵ㠉）の「᳃

とேがඹ生する㹑㹋㸿㹐㹒工場ࣔデルᐇド事業」㸦ᖹᡂ㸰㸰年ᗘ᥇ᢥ、事業ᮇ間㸳年間）について⤂௓

する。 

㸦㸯）事業の目的 

間ఆ᥎㐍・ᯘᆅṧᮦ฼用ᣑ大・バイ࣐࢜ス〇ရの社会ᬑཬにより、᳃ᯘの CO2྾཰源機能の保全・ᙉ

化をᅗることを目的として、ᆅ域特性にᛂじた新エネルギーを฼用して未฼用間ఆᮦや〇ᮦ➃ᮦ等から

㠉新的新⣲ᮦ「ࢼノ࢓ࣇイバー」を〇造するᢏ⾡を㛤発し、ࢧスティࣈࢼルなᯘ工一యᆺ SMART工場の

ジネスࣔデルを構築し、課題ᐇ᪋ᮇ間内に、未฼用間ఆᮦや〇ᮦ➃ᮦ等の本᱁的฼用につながるᮦ料ࣅ

化ᢏ⾡をᐇ用化するとともに、ᯘ工一యᆺࣅジネスࣔデルの構築や┿ᗞᕷでの環境ඛ㐍ᮭᕷࣔデルとし

てのᆅ域基┙をᙧᡂする。 

 

⚾・ᅜ有ᯘ

（間ఆᮦ）

（ᶞ⬡・ᮦᩱメー䜹ー）

家㟁メー䜹ー

᳃ᯘ組合・個人等
〇ᮦᡤ

自ື㌴メー䜹ー ᪥⏝ရメー䜹ー等

（㏆㞄୰心の利⏝）大規ᶍᕷ場での
安定的な㈍኎

（㒔ᕷ㒊でのバイ䜸マス〇ရᬑཬ）

䠯䠩䠝䠮䠰ᕤ場
（〇ᮦ➃ᮦ）

㧗௜ຍ価値ᮦᩱ
「䝘䝜フ䜯イバー」〇㐀

䝨レ䝑ト、チ䝑
プ等〇㐀

効率的なཎᩱ཰㞟と⣲ᮦ生⏘を୍య化した、環境にやさしいもの䛵くりᕤ場

（䝮䝎のない資源利⏝）

᳃ᯘ䜈の利┈㑏ඖ
長ᮇ・安定的な資源利⏝

ᆅᇦ≉性を活かした
持⥆的な新エネルギー利⏝
（ኴ㝧ග、㢼力、バイ䜸マス）

（資源ᚠ環、資金㑏流）

実ドᣐ点䠖┿庭バイ䜸マス㞟✚ᇶᆅ

᳃ᯘ・ᯘᴗの෌生

䠟䠫２྾཰源ᶵ⬟の強化

᳃ᯘ䜈の利┈㑏ඖ

 
 

ᅗ㸯㸬᳃とேがඹ生する㹑㹋㸿㹐㹒工場ࣔデルᐇド事業のᴫ念ᅗ 

 

㸦㸰）ᐇ᪋యไ 

 ྛ機関に課題目ᶆ㐩ᡂにᚲ要なᑓ門的知見、㛤発ᐇ務等⤒験を᭷する研究者を配⨨するとともに、研

究が⣽分化される㉸ᚤ⢊○、新エネルギーࢩステ࣒の㛤発においては、㡿域を⥲ᣓするセクࣙࢩンリー

 （↷ーを⨨き、目ᶆ㐩ᡂにᚲ要なᩚ合性確保と㐍䬖⟶理を行う。㸦ᅗ㸰参ࢲ

㸦㸱）社会ࢩステ࣒との関連性 

 社会ᐇ⿦に向けては、ඛ㐍的バイ࣐࢜スタウン┿ᗞᕷをࣔデルとし、本課題で㛤発するᢏ⾡を᰾とす

るᯘ工一యᆺࣅジネスࣔデルの構築をᅗる。一方で、構築されるࣅジネスࣔデルを全ᅜにᬑཬするにᙜ

たり、ᢏ⾡㠉新や集ᮦのຠ⋡化等、௻業、ᆅ域住Ẹの自ຓດຊではඞ᭹できない社会ไᗘ的課題や事業

化の課題をᩚ理し、ᅜの関ಀᗓ┬との連ᦠをᅗりながら、その課題ゎỴをᅗるためにᚲ要な社会ไᗘᨵ

㠉等を᳨ウし、ᅜにᥦ᱌する。 

㸦㸲）ᮇᚅされるἼཬຠ果

 この事業で㐩ᡂされるࣅジネスࣔデルは、全ᅜの᳃ᯘ資源の活用、᳃ᯘ・ᯘ業の෌生に活かされ、Ỉ

源のかࢇ㣴、流ᮌ被ᐖ㜵Ṇや中山間ᆅ域࡬の定住ಁ㐍、環境ᢏ⾡としてのᅜ㝿的⏘業➇தຊᙉ化等、Ἴ

ཬຠ果が大きい。 
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㸱㸬 ᯘ工一యᆺバイ࣐࢜ス฼用ࣅジネスࣔデルの構築 

 㸰㸬で㏙࡭たᯘ工一యᆺバイ࢜ࣅジネスࣔデルの構築していくためのලయ的プロジ࢙クトとして、⏘

⥲研中ᅜセンターのイノ࣋ーࣙࢩンコーディネータであるᑠ田喜一がプロジ࢙クトリーࢲー㸦㹎㹊）を

務める科学ᢏ⾡᣺⯆調ᩚ費㸦Ẽೃኚ動に対ᛂした新たな社会の๰出に向けた社会ࢩステ࣒のᨵ㠉）の「᳃

とேがඹ生する㹑㹋㸿㹐㹒工場ࣔデルᐇド事業」㸦ᖹᡂ㸰㸰年ᗘ᥇ᢥ、事業ᮇ間㸳年間）について⤂௓

する。 

㸦㸯）事業の目的 

間ఆ᥎㐍・ᯘᆅṧᮦ฼用ᣑ大・バイ࣐࢜ス〇ရの社会ᬑཬにより、᳃ᯘの CO2྾཰源機能の保全・ᙉ

化をᅗることを目的として、ᆅ域特性にᛂじた新エネルギーを฼用して未฼用間ఆᮦや〇ᮦ➃ᮦ等から

㠉新的新⣲ᮦ「ࢼノ࢓ࣇイバー」を〇造するᢏ⾡を㛤発し、ࢧスティࣈࢼルなᯘ工一యᆺ SMART 工場の

ジネスࣔデルを構築し、課題ᐇ᪋ᮇ間内に、未฼用間ఆᮦや〇ᮦ➃ᮦ等の本᱁的฼用につながるᮦ料ࣅ

化ᢏ⾡をᐇ用化するとともに、ᯘ工一యᆺࣅジネスࣔデルの構築や┿ᗞᕷでの環境ඛ㐍ᮭᕷࣔデルとし

てのᆅ域基┙をᙧᡂする。 

 

⚾・ᅜ有ᯘ

（間ఆᮦ）

（ᶞ⬡・ᮦᩱメー䜹ー）

家㟁メー䜹ー

᳃ᯘ組合・個人等
〇ᮦᡤ

自ື㌴メー䜹ー ᪥⏝ရメー䜹ー等

（㏆㞄୰心の利⏝）大規ᶍᕷ場での
安定的な㈍኎

（㒔ᕷ㒊でのバイ䜸マス〇ရᬑཬ）

䠯䠩䠝䠮䠰ᕤ場
（〇ᮦ➃ᮦ）

㧗௜ຍ価値ᮦᩱ
「䝘䝜フ䜯イバー」〇㐀

䝨レ䝑ト、チ䝑
プ等〇㐀

効率的なཎᩱ཰㞟と⣲ᮦ生⏘を୍య化した、環境にやさしいもの䛵くりᕤ場

（䝮䝎のない資源利⏝）

᳃ᯘ䜈の利┈㑏ඖ
長ᮇ・安定的な資源利⏝

ᆅᇦ≉性を活かした
持⥆的な新エネルギー利⏝
（ኴ㝧ග、㢼力、バイ䜸マス）

（資源ᚠ環、資金㑏流）

実ドᣐ点䠖┿庭バイ䜸マス㞟✚ᇶᆅ

᳃ᯘ・ᯘᴗの෌生

䠟䠫２྾཰源ᶵ⬟の強化

 
 

ᅗ㸯㸬᳃とேがඹ生する㹑㹋㸿㹐㹒工場ࣔデルᐇド事業のᴫ念ᅗ 

 

㸦㸰）ᐇ᪋యไ 

 ྛ機関に課題目ᶆ㐩ᡂにᚲ要なᑓ門的知見、㛤発ᐇ務等⤒験を᭷する研究者を配⨨するとともに、研

究が⣽分化される㉸ᚤ⢊○、新エネルギーࢩステ࣒の㛤発においては、㡿域を⥲ᣓするセクࣙࢩンリー

 （↷ーを⨨き、目ᶆ㐩ᡂにᚲ要なᩚ合性確保と㐍䬖⟶理を行う。㸦ᅗ㸰参ࢲ

㸦㸱）社会ࢩステ࣒との関連性 

 社会ᐇ⿦に向けては、ඛ㐍的バイ࣐࢜スタウン┿ᗞᕷをࣔデルとし、本課題で㛤発するᢏ⾡を᰾とす

るᯘ工一యᆺࣅジネスࣔデルの構築をᅗる。一方で、構築されるࣅジネスࣔデルを全ᅜにᬑཬするにᙜ

たり、ᢏ⾡㠉新や集ᮦのຠ⋡化等、௻業、ᆅ域住Ẹの自ຓດຊではඞ᭹できない社会ไᗘ的課題や事業

化の課題をᩚ理し、ᅜの関ಀᗓ┬との連ᦠをᅗりながら、その課題ゎỴをᅗるためにᚲ要な社会ไᗘᨵ

㠉等を᳨ウし、ᅜにᥦ᱌する。 

㸦㸲）ᮇᚅされるἼཬຠ果 

 この事業で㐩ᡂされるࣅジネスࣔデルは、全ᅜの᳃ᯘ資源の活用、᳃ᯘ・ᯘ業の෌生に活かされ、Ỉ

源のかࢇ㣴、流ᮌ被ᐖ㜵Ṇや中山間ᆅ域࡬の定住ಁ㐍、環境ᢏ⾡としてのᅜ㝿的⏘業➇தຊᙉ化等、Ἴ

ཬຠ果が大きい。 

 

ᒸᒣ┴
䖂⥲ᣓ、䢇䢚䡸䢚䢄䡹䢏䡿䢚䢕ᵓ⠏等 ⥲ᣓ㈐௵⪅䠖ᒸᒣ┴知஦ ▼஭正ᘯ

䢈䢛䢗䡸䢚䡦䡴䢀䢔䡬䡼䢚䡬䠖ᑠ⏣ ႐୍
䡷䢈䢚䢔䡬䡼䢚䡬䠖ຍ⸨㝯ᖾ、ᑠᯘ健஧

⏘⥲◊䠖䠨䠟䠝䠈⤒῭性、社会性評価

新䡰䢄䢕䡳䢚䡬」合利⏝

ᆅᇦᇶ┙ᙧ成

䛆�⊂�⏘ᴗᢏ⾡⥲合◊✲ᡤバイ䜸
マス䝸フ䜯イ䝘䝸ー◊✲セン䝍ー䛇
䖂㉸ᚤ⢊○システ䝮⥲ᣓ
䕿物性解ᯒ、䡸䡹䡿䢍評価等

䛆ᒸᒣ大Ꮫ䛇
䕿⿦⨨の⪏ஂ性ྥ上、⢊
○ಁ㐍ຓ๣等

䛆┴ᕤᴗᢏ⾡䡺䢙䡼䡬䛇
䕿⢊○᮲௳、ᚤ⢊○物≉
性評価等

䛆಴ᩜⱁ⾡⛉Ꮫ大Ꮫ䛇
䕿⁐融⣳⣒、㧗強度ᮦᩱ
㛤Ⓨ

䛆モ䝸マシ䝘䝸ー䞞䛇
䕿୍㈏㐃⥆ฎ⌮䝘䝜フ䜯
イバー〇㐀⿦⨨

䛆䢐䢋䢆䢔䢇䢚䢙䡴䢚䡿䡫䡴䞞䛇
䕿ᚤ⢊○物のΰ⦎ᢏ⾡
㛤Ⓨ、ᶞ⬡䝨レ䝑ト化

䡺䢕䢗䡬䡹䢁䢅䢈䡣䡮䢆䢚䡬〇㐀

䛆୕⳻化Ꮫ䞞䛇
䕿有ᶵⷧ⭷ኴ㝧㟁ụフ䜱ールド実ド

䛆ᒸᒣ┴❧大Ꮫ䛇
䖂䡰䢄䢕䡳䢚䡬䢋䢄䡸䢚䢎䢙䢀、 )�6調ᰝ・評価等

䛆コ䜰テ䝑ク䞞䛇
䖂新エネルギーシステ䝮⥲ᣓ
䕿䝸チ䜴䝮イ䜸ン㟁ụ⵳㟁・ไᚚ、㢼力
Ⓨ㟁、バイ䜸マスエネルギー利⏝

ཧ⏬ᶵ㛵が有ᶵ的に㐃ᦠ

䛆┿庭ᕷ䛇
䕿᭱㐺㞟ᮦ「┿庭システ䝮」ᵓ⠏、環境ඛ㐍ᮭᕷ（とし）ィ⏬⟇定、ᬑཬၨⓎ等

䛆┿庭ᮌᮦ஦ᴗ協ྠ組合䛇
䕿䡸䡹䡿䢍の஦ᴗ性評価、資源の有効活⏝、生⏘⟶⌮手ἲの◊✲等 䕿ᮌ⢊〇㐀ᢏ⾡の◊✲

䛆┴᳃ᯘ◊✲ᡤ䛇
䕿ᮌ⢊の〇㐀᮲௳、≉性
評価等
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㸦㸳）᳃とேがඹ生する㹑㹋㸿㹐㹒工場ࣔデルᐇド事業の研究ᡂ果 

 このプロジ࢙クトは㸰㸮㸯㸰年㸯㸮᭶に中間評価を受けることになっているので、ここではヲ⣽は๭

ឡする。᥇ᢥ時でのコ࣓ントの対ᛂ、࣑ ッࣙࢩンステート࣓ントに対する㐩ᡂᗘ、ྛ 研究セクࣙࢩン㸦㉸

ᚤ⢊○ࢩステ࣒セクࣙࢩン、新エネルギー」合฼用ࢩステ࣒セクࣙࢩン、ᆅ域基┙ᙧᡂセクࣙࢩン、㹊

㹁㸿評価・ࣅジネスࣔデル構築セクࣙࢩン）の研究ᡂ果、ᐇ᪋యไ、社会ࢩステ࣒との関連性、ཬࡧ௒

ᚋの計画について評価を受けることになっているが、࣑ッࣙࢩンステート࣓ントにᥖࡆる㸱年目⤊஢時

の目ᶆをṤどの項目について㐩ᡂしている。 

㸦㸴）プロジ࢙クトリーࢲーとしての資㉁ 

 プロジ࢙クトリーࢲーを務めるᑠ田喜一は、構造・機能ᮦ料等のᮦ料科学分㔝で多くの研究ᐇ⦼を᭷

するとともに、⏘⥲研発足時には、⏘⥲研中部センターにおいてᮦ料ᡓ␎室㛗としてᮦ料分㔝のᡓ␎策

定を⤫ᣓし、また⏘学ᐁ連ᦠコーディネータとして「ᆅ域新生コンࢯーࢩア࣒」の❧ࡕ上ࡆ等、多くの

⏘学ᐁ連ᦠ活動にᑾຊしてきた。また、ᖹᡂ㸯㸷年ᗘ、㸰㸮年ᗘにはᒸ山┴に出向し、ᒸ山┴工業ᢏ⾡

センターᡤ㛗としてᆅ域௻業との研究㛤発、ேᮦ⫱ᡂに大きな手⭎を発᥹し、「セルロース系バイ࣐࢜

ス㉸ᚤ⢊○ᢏ⾡研究会」を❧ࡕ上ࡆるなど┴の᪋策᥎㐍に㈉献した。ᖹᡂ㸰㸯年ᗘからは、⏘⥲研中ᅜ

センターにおいて、⏘学ᐁ連ᦠコーディネータ㸦ᖹᡂ㸰㸰年ᗘ㸯㸮᭶௨㝆は、イノ࣋ーࣙࢩンコーディ

ネータ）として、๓職においてᢕᥱした中ᅜᆅ域における公タ研およࡧ௻業⩌の活動状ἣ、ᆅ域のࢽー

⏘にᛂじた活動を展㛤している。ලయ的には、⏘ᢏ連ᆅ域部会における新たな研究会の発足・㐠Ⴀやࢬ

⥲研-ᒸ山大学とのໟᣓ༠定のᐇ㉁的な㐠Ⴀを担ᙜしている㸱）。௨上の⤒験を✚ࢇできているので、本

プロジ࢙クトのプロジ࢙クトリーࢲーとして、これ௨上の㐺௵者はいない。 

 

㸲㸬 中ᅜᆅ域ものづくりᢏ⾡の࢜ープンイノ࣋ーࣙࢩンࣈࣁ機能のྲྀり⤌ࡳ 

 㸰㸬㸰）で㏙࡭たように、⏘⥲研中ᅜセンターは、ᆅ域イノ࣋ーࣙࢩン๰出のための࢜ープンイノ࣋

ーࣙࢩンࣈࣁとしてのᮇᚅが大きい。そこで、中ᅜᆅ域の௻業がᢪえる課題を抽出して、⏘⥲研のᢏ⾡

 。を行っているࡳ⤌く、様々なྲྀり࡭との࣐ッチングをᅗるࢬーࢩ

㸦㸯）⏘⥲研中ᅜセンター཭の会㸦⏘཭会）の❧ࡕ上ࡆ 

㸰㸮㸯㸰年㸯᭶に❧ࡕ上ࡆて㸷᭶現ᅾで会ဨ௻業は㸵㸮社をᩘえる。ຍ┕した௻業に毎᭶࣓ール࣐࢞

ジンを発行し、⏘⥲研のᢏ⾡ࢩーࢬを中心としたᢏ⾡セ࣑ࢼー特集、⤒⏘┬等の公ເ情報、イ࣋ント情
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報をᥦ౪するとともに、௻業のᢏ⾡相ㄯ、ඹ同研究のᐇ᪋、外部資金ᛂເのᨭ᥼等の活動を展㛤してい

る。㸦ᅗ㸱参↷） 

㸦㸰）⏘⥲研࢜ープンラ࣎ࢶアーの௻画 

 ᜏ౛となった⏘⥲研の࢜ープンラ࣎㸦㸯㸮᭶㸰㸳、㸰㸴日）に中ᅜᆅ方の௻業、大学、公タ研、ᨭ᥼

機関の࣓ンバーを᱌内して、⏘⥲研をよりよく理ゎしてもらうための௻画である。௒年もロ࣎ットテク

ノロジーᢏ⾡やバイ࢜テクノロジーᢏ⾡を中心に᱌内し、新たなコラ࣎レーࣙࢩンのዎ機としたい。 

㸦㸱）「⏘⥲研本᱁研究ワークࣙࢩップ inᗈᓥ」の௻画 

 ௒年は、中ᅜᆅ域のものづくりᢏ⾡㸦特にセンࢧー計 ᢏ⾡、ᚤ⣽ຍ工ᢏ⾡、〇造プロセスᢏ⾡）に

ගをᙜて、中ᅜᆅ域の௻業がᢪえる課題を⏘⥲研のᢏ⾡ࢩーࢬと結ࡧ௜け、ඹ同研究に発展した事౛を

⤂௓するண定である。㸯㸯᭶㸰㸴日にᗈᓥᕷの࣓ルパルクᗈᓥで㛤ദする。 

 いずれも⏘⥲研中ᅜセンターの࣍ー࣒࣌ージで᱌内しているので参↷していただきたい㸲）。 

 
中国地域の企業群

産総研の研究分野

・ライフサイエンス
・情報通信、エレクトロニクス
・ナノテクノロジー、材料、製造
・環境、エネルギー
・計算標準
・地質

・
・
・
・

北海道センター

東北センター

䕺つくば本部
つくばセンター

䕺東京本部

臨海副都心センター

中部センター

関西センター

四国センター

九州センター

中国センター

 
 

ᅗ㸱㸬⏘⥲研中ᅜセンター཭の会㸦⏘཭会）のᴫ念ᅗ 
 
㸳㸬おࢃりに 

⏘⥲研中ᅜセンターは、中ᅜᆅ域の現状・課題、࣏テンࢩャルཬࡧ㸰㸮㸰㸮年のᑗ来ീ㸳）を㋃まえた

ᆅ域自❧とイノ࣋ーࣙࢩン๰出をᅗるために、௒ᚋとも関連機関とᙉᅛな連ᦠをᙧᡂして、ᡓ␎的な研

究㛤発と⏘学ᐁ連ᦠ活動を展㛤して参りたい。中ᅜᆅ域ྛ┴における中ᑠ௻業のᢏ⾡㛤発ࢽーࢬを⏘⥲

研の研究ࣘࢽット、ྛ┴の研究機関や大学等のᢏ⾡ࢩーࢬと࣐ッチングさせ、新たなᢏ⾡㛤発テー࣐の

と外部資金の⋓得をᅗるためにもḞかせないのは、それをᐇ㊶するேᮦである。異なる分㔝のࡆ上ࡕ❧

ᑓ門性を᭷するイノ࣋ーࣙࢩンコーディネータ、連ᦠ主ᖿを中心にした連ᦠプレイで、✚ᴟ的なコーデ

ィネート活動をさらに展㛤して参るᡤᏑである。これらの事౛を㋃まえて、ᆅ域イノ࣋ーࣙࢩン๰出と

イノ࣋ーࣙࢩンコーディネータの役๭について㆟論したい。 
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